
Japan Advanced Institute of Science and Technology

JAIST Repository
https://dspace.jaist.ac.jp/

Title

米国議会と牛肉の安全 : 彼らの安全感とそのマネジメ

ント感・公聴会を通しての一考察((ホットイシュー)

安全・安心ための科学技術のマネジメント (2), 第

20回年次学術大会講演要旨集II)

Author(s) 小峯, 弘靖

Citation 年次学術大会講演要旨集, 20: 918-919

Issue Date 2005-10-22

Type Conference Paper

Text version publisher

URL http://hdl.handle.net/10119/6172

Rights

本著作物は研究・技術計画学会の許可のもとに掲載す

るものです。This material is posted here with

permission of the Japan Society for Science

Policy and Research Management.

Description 一般論文



2D20 米国議会と牛肉の 安全 
一彼らの安全感とそのマネジメント 感 ・公聴会を通しての 一考察 一 

0 小峯 弘靖 (PHP 総 W) 

米国産牛肉㈹ロ 木 ，、 の 輸出再開が揺れても、 る 。 本年 き月 ，田本の輸入再開を 促すだ - あ 、 

連邦議会で議員 達 " 決議案 れ雙 。 luIion/ を 提出した " 喚ケ 月を経て、 牛 海綿 掛 ! 送症は 

SEj に感染き、 ねた 牛が確認され、 7 月に 4,3 頭目 め 感染が疑われ ， る 牛が発見・された。 

  
        もか ; り 、 才 ，らず、 米国政府 は 「米国産牛肉を 安全であ る」   と 3,5 反し、 日本田，特に 牛肉 輸 

人の早期解禁を 求め続けて、 ・ 、 る 。 その根拠 ; 、 何 % 、 。 政策決定連 は 何を持って安全として 

        、 そ D のか， 

米国政府は立法・ 行政・司法ど 三権 力、 ら 構成されでいるが、 本 講演で は 法律を作る立 

法府であ る連邦議会で on 肝 ess) 、 特 :;; 情報を収集する 場としての公聴会 (Hie ㎡ n 目に 

焦点を当てる ，中でも、 上院農業・食物・ 林業委員会 (A 如 cult ℡ e,Nutrltion, ㎝ d  Fofes 呵 

ComnmnitHeej  ど 下院農業委員会に omnmItteeonA 蛭 cuiture)  で開催された 公聴会での議員 

と 証言者による 質疑応答の内容を 分析する。 2 

前者山上院農業・ 食物・林業委員会は 与党・共和党 1 1 名、 野党・民主党 9 名の計 2 

              後者 (r) 下院農業委員会は 共和党 2 5 名、 民主党 2 1 名の計 4 6 名から構成さ．れる ， 

  ヒ院 公聴会での証言者 は 、 農務省長官マイク・ ， ; ョ ハ ンズ 、 同省力キース・コリ し，ズ、 

並びほ ロシ ・ ヂ，へ : ㍉，であ っ， ，， - 方の下院公聴会での 証言者は、 米国牧場主一内 

荒牛生産者財団 れ 委員ヂ 、 ，ク ，カイカ - 、 全国肉牛生産者・ 牛肉協会会長ジム 、 。 で 、 ，， 

，クア。 ムス、 カ 一ギ。 ・ミー。 ・ ;,." ニー ，ゴシズ部長 ケ，，ブ " 、 アメリカ，・ フ一 

ズ ・グル - ブ社長 カ -- ル ・ コエ イ ンと 上院公聴会にも 出席しだ長官を 吉 む 農務 省チ一ヱ、 

                                              /D     
注 1 . 公聴会名 

  
  一 "" "-" )  一 刀 """ ナタ 庄 規正の。 ， 牛肉 -@  ど宙 ・ヰ -  半輪 、 人 に関する農務 一 1",  -"""- 省 , 一       

， y 月 y M 、 ジェリー・ギーラシ @ 共和党， 力 ，ザス 州 第   -   選挙区 ) を筆頭とし， だ 53 泊㈹ 卜   抗 
議 " が「 米 日産牛肉の甲 期 輸しを 受 ". ソ、 、 ォ、 ・ むけ 』 ば 、   通商代表 沌 Ⅰ TS Ⅲりに 対 :-, て対 。 制裁の 

発動を求める ，決議 ぢき j (HR バ ． ば 7) を財政委目合に 提出， - は毛 「では 17 Ⅱ 、 ジコ ン・ ト 。 一ン ( 共 
和党・サウ ヌ、 ダコタ 州，を 筆頭と :, た 9 名の議日が「 nl 本 政府 " ㏄ 04 千 10 月 223 口に口米間で 

合 " じだ 義務を先延ばし -r- なのであ れば、 通商代表部に 対し対Ⅱ経済制裁の 発動を求める 決議 
案」 尽 ムこ S.87j を財政委 " な :. 提出 i, だ， 
' 前者は 20 ㏄年       2 月 3 円、 後者は 3 月 1 円，開催 - 

，コリンズ は チ - ブ                             ，ディヘブンは 動植物衛生監察サ - ビス、 ，テ 政官でわる     

一 918 一 



2 つの公聴会では、 日本の米国産牛肉の 輸入再開に関する ) 課題点につし、 て のやり取り 

が、 長時間に渡って 行われた。 議員や証言者の 言葉を借りると、 牛肉の安全は「信頼 あ 

ろ 科学 (soun.dscience) 」に基づいて 判断ざれなくてはならず、 日本の全 頭 検査は非科学 

的と指摘する ，それ・で は 、 ここでい う 「信頼あ る 科軍 」とは何が ， 

同時に公聴会では、 「信頼あ る科学」に基づ :. 、 で 「米国産牛肉は 安全 : と、 ・ 、 。 コンセ 

，サヌ、 が 形成され・ている。 とすれ， ば、 次なる円本への 要求は ] い ・ つ 牛肉輸入の再開が 行 

われるのが 一はづ き れ どした時間の 設定を口木政府 " し 引き出しだいとい ，点に絞ら 

ペレ亙 " ン 7 。 プ （ 。 ノ                 う に、 連邦議員達の 関心事が食の「安全 ; よりも経済問題と ;, での「貿易」 

にジ ・ プ 「 、 し 。 。 、 る乞 " まな ，ぜ なめがれ資料工         Ⅰ。 
""""" @ ヨヰ " Ⅱ。 。   

茶講演で は 、 上 記 @ ， つの疑問，。 、 色 説明し             ト 。 
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日本 
37% 

韓国 
24% 

立耳 2 州ごとの主夫出荷額・トップ ]0 
州 額 (100 万ドル ) 

  アイオワ 725.0 

2  ネ フラスカ 520.8 

  カ ンサス 343.2 

  テキサス 327-1 
  

Ⅰ 64.3   

米国農務 省ひ S.a がたりめ 窩 lexpPo 卍 s, ルゎ a 冊 
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